
項番 手順 解説(補足)

1

わらへびの作り方
＜ツジギリ＞

八千代オイコス
2023年11月19日

＜材料＞
①わら(もち米) 約200グラム
②針金(細) 50cm
③赤とうがらし 3個(目:2個、舌:1個)
④輪ゴム 2個

2

＜準備＞
(1)稲わらを霧吹きで湿らせる
(2)稲わらを木槌で打つ
　　→わらを柔らかくする
(3)ハカマを取る

＜道具＞
①木槌(づち)…わらを柔らかくする
②ペンチ
③ハサミ
④霧吹き…わらや手を湿らす
⑤木の板

3

(1)太めのわらを十字に置く
　(a)縦(たて)5本
　　かたい根元が上
　(b)横(よこ)3本
　　根元が右
(2)縦向きのわらの上から3分の1の所に横向きのわら
を置く

4

(1)縦向きのわらの上部を手前下側に折る

5

同上

6

(1)わらを3本取り横向きに2列目を重ねる
(2)2列目の根元の向きは1列目の反対向き
　(a)横(よこ)3本
　　2列目は根元が左

7

(1)1列目のわらを下に折る
(2)2列目の上からかぶせて手前に折る
(3)列の間をつめて折る
　→出来上がりがきれいになる

根元穂先

根元

穂先

上から3分の1

1列目

1列目

2列目根元

穂先
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2列目
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8

(1)わらを3本取り横向きに3列目を重ねる
(2)3列目の根元の向きは2列目の反対向き

9

(1)2列目のわらを下に折る
(2)3列目の上からかぶせて手前に折る
(3)6列目まで上記、項番8～9を繰り返す
(4)根元の向きは交互に反対向き

10

(1)へびの型紙に合わせて折ると良い
　※「へびの型」は本資料の末尾参照

11

(1)わらを折る場所に爪を立てて折り目を付ける
(2)折り目を付けてから折ると形が整う

12

(1)わらを3本取り横向きに7列目を重ねる

13

(1)6列目のわらは7列目のわらに1周巻き付けてから
下に折る
(2)ここが「口角」(口の両わき)になる

14

同上
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15

同上

16

同上

17

(1)7列目の横向きのわらを下に折る
(2)へびの首の部分を輪ゴムで仮止めする
(3)この面がへびの口の中

18

(1)裏返すとこの通り
　※へびの頭側またはあごの下

19

(1)同じものをもう一つ作る
　→項番3～項番17をもう一度行う

20

(1)へびの胴体になるわらを2つのへびのあたまの間
に置く

21

(1)胴体のわらをへびの頭に挟んで一つにする

6列目

7列目

7列目

胴体用のわら
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22

(1)2つのへびの首を針金でしばる
(2)へび首根っこのギリギリをペンチで締める
(3)針金の出ている部分はへびの首の中にペンチでわ
らの奥に埋め込む(ケガしない様に)
(4)針金でしばった付近の短いわらはハサミやラジオ
ペンチなどとがったものでわらの奥に押し込む

23

(1)首から下の胴体のわらを3つに分ける

24

(1)3つに分けたわらの1本目をねじる
(2)ねじる方向は、しっぽから見て時計(右)回り

(3)首根っこを固定して首の方からぎゅっとねじる
　→やりずらい場合は2人協力してやろう

25

(1)3つに分けたわらの2本目をねじる
(2)ねじる方向は、しっぽから見て時計(右)回り

26

(1)ねじった2つのわら同士を巻く
(2)巻く方向は、しっぽから見て反時計(左)回り

27

(1)巻き終わったらほどけない様にしっぽの先を輪ゴ
ムで仮止めする

28

(1)残りのわら3本目をねじる
(2)ねじる方向は、しっぽから見て時計(右)回り

針金で縛る

首から下を3つ

に分ける

ここを固定

短いわらは奥

に押し込む
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29

(1)ねじった3本目を1･2本目のねじった部分に巻く

(2)3本目は1･2本目のくぼみに沿わせて巻く
(3)巻き終わったらしっぽの先をしばって取れないよ
うにする

30

＜仕上げ＞
(1)板でわらへびを転がして柔らかくする
(2)首からしっぽまで胴体部分の凸凹をならす
(3)へびの頭は台に乗せずに転がす
　　→頭がつぶれない様に

31

＜仕上げ＞
(1)飛び出ているわらをハサミで切り落とす
(2)胴体を切らない様に注意する

＜オプション＞
(3)赤とうがらしを目(2つ)と舌(口の中に1つ)になる
様に刺す

【道の駅やちよ】展示 【八千代市郷土博物館】展示
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おまけ

わら細工 亀の作り方

八千代オイコス
2023年11月19日

＜材料＞
①わら 6本…三つ編みにする
②わら 20本(30cm×4本×10束)…井桁に組む
③ビニタイ×10本
④輪ゴム 4個
⑤タコ糸 30cm×18本

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

11 12

13 14

頭と甲羅の枠

甲羅と足

組み立て

わら6本の束の根元を

タコ糸で縛ります

わらを2本づつに分けて長さ

６０㎝の三つ編みにします。

幅が均等になるように編む

ときれいです

根元側２０㎝と穂先側４０

㎝に切り分けて両端をタコ

糸で結びます

根元側の三つ編みを半分に

折り曲げ上向きの頭の形に

します。先端から約５㎝の

ところをタコ糸で縛ります

根元側の三つ編みの中心を

首の上に乗せて✖の字に縛り

ます

わら２本を根元から３０㎝

ずつ２組切ります。根元側

と穂先側を互い違いにして

片端をビニタイで縛ります。

これを１０束つくります

まず６束を井の字に互い違

いに組みます

さらに４束を外側に互い違

いに加えます。上下左右の

束の出が均等になるように

します。井桁の隙間がなく

なるように束を詰めます

四方に出た束それぞれのビ

ニタイを外して輪ゴムで縛

り直して一つにします。

甲羅の真ん中を盛り上げて

形を整えます

甲羅の枠を後足の一つの束

の下を通してお尻のところ

で両端をタコ糸で縛ります

各足を２か所づつタコ糸で

縛ります。前足と後足をバ

ランスを見ながら足の外側

が長くなるように斜めに切

ります

３項で余った穂先の束をお

尻から差し込み首の端をタ

コ糸で縛ります

甲羅の枠を楕円形に全体の

形を整えて出来上がりです
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